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日本におけるエコシステム拠点形成の取組
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○ スタートアップ・エコシステム拠点形成戦略（2019年6月 内閣府、文科省、経産省）に基づき、2020年７月グ

ローバル拠点４都市、推進拠点４都市を選定。

〇 拠点都市を中心としたスタートアップの海外事業展開を支援すべく、グローバルスタートアップ・アクセラ

レーションプログラムを実施中。

スタートアップ・エコシステム拠点都市

グローバル拠点都市

推進拠点都市

東京コンソーシアム

Central Japan Ecosystem Consortium

大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム

福岡スタートアップ・コンソーシアム

 選定した拠点都市に対して、内閣府、文部科学省、
経済産業省の関係施策による集中支援を実施

 政府支援策をわかりやすく提示し、支援機関間のメ
ニューをシームレスに提示するためのプラットフォー
ムを構築

 グットプラクティス共有WGの
開催等による拠点間の連携
強化、良好事例の横展開を
促進

東京拠点がスタートアップ・エコシステムランキ
ングで9位に上昇するなど、各拠点のKPIはおおむ
ね順調に進捗

東京
開始時 実績

（2021年７月）

目標
（2024年）

 ユニコーン数
 スタートアップ・エコシス

テムランキング
 大学発ベンチャー数

（ｺﾝｿｰｼｱﾑ加盟大学の総計）

３社
ランク外

８社

世界9位
（2021年9月時点）

20社

世界10位

名古屋・浜松
 ユニコーン数
 売上100億円以上のスター

トアップ数
 資金調達額

０社

76億円
０社

０社 10年で５社

10社
1,000億円

０社
86億円

大阪・京都・神戸
 ユニコーン 数
 スタートアップ創出数
 大学発ベンチャー設立数

福岡
 ユニコーン 数
 時価総額10億円超のスタート

アップ数
 スタートアップVISA認定数

（2016年1月以降の累積）

０社
5年で271社
4年で82社

０社
138社/年
60社/年

0社
32社
57件

（2016.1～2018年度の累積）

1社
38社
82件

5社
5年で542社
5年で214社

5社
100社
114社

533社 928社 倍増



（参考）各スタートアップ・エコシステム拠点都市の概要

【グローバル拠点都市】
スタートアップ・エコシステム東京コンソーシアム
（東京都、渋谷区、川崎市、横浜市、茨城県、つくば市、和光市等）

スタートアップやVC・大企業等の支援者が圧倒的に集積する東京都心部（渋谷、六本木・虎ノ門、大手町・丸の内、日本橋）

を核に、ハブ＆スポークの連携で研究開発拠点を有する各都市（川崎、つくば、和光、横浜）と連結。東京大、慶応大、早稲田

大など有力大学連携で研究開発成果の事業化を促進。各自治体を中心としてスタートアップの新技術・新サービスの実証

フィールドを提供。「新しい日常」に対応するデジタル（・トランスフォーメーションも推進。

Central Japan Startup Ecosystem Consortium （愛知県、名古屋市、浜松市等）
日本を代表する製造業の集積とスタートアップとの繋がりでイノベーション創出を加速。モビリティ、インフラ、ヘルスケア、

アグリ、光などを重点分野に協創プロジェクトを推進。名古屋大学を中心とする大学群で起業家教育・デジタル教育を強化。

日本最大級のスタートアップ拠点「Station Ai （フランスのStationFに対抗）」を整備。

大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム （大阪市、京都市、神戸市等）
三都市の強みを融合（大阪：大企業、資金、人材、京都：研究シーズ、製品化支援、神戸：社会実証実験・公共調達）。

ヘルスケア、ものづくり、情報通信分野に重点。大阪大学、京都大学、神戸大学を中心に大学・研究機関、企業が連携。

「大阪・関西万博」に向け経済界を含め京阪神一体となった支援体制を構築し、スタートアップの新技術・新サービスの機会

創出を実施。

福岡スタートアップ・コンソーシアム （福岡市等）
2012年「スタートアップ都市宣言」以降、スタートアップカフェやFukuoka Growth Nextの設置など、官民共働でスタートアップ支

援を実施。九州大学を中心としたアントレプレナー教育の充実や、独立系VCの活躍、大型スタートアップイベントの開催、海外

との連携強化などエコシステム形成が加速中。国家戦略特区などの国の支援策に、市独自の施策策を合わせることで、一気

通貫型のスタートアップ支援を実施。

【推進拠点都市】
札幌・北海道スタートアップ・エコシステム推進協議会（札幌市等）、仙台スタートアップ・エコシステム推進協議
会（仙台市等）、広島地域イノベーション戦略推進会議（広島県等）、北九州市SDGsスタートアップエコシステム
コンソーシアム（北九州市等）

虎ノ門ヒルズインキュベーショ
ンセンター「ARCH」

NAGOYA INNOVATOR'S GARAGE

Hack Osaka

Fukuoka Growth Next
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○ 海外トップアクセラレータによるプログラムを実施し、世界に羽ばたくスタートアップの育成、世界のトッププレーヤーと各拠点の支援組織（自治体、ベ

ンチャーキャピタル等）の繋ぎやノウハウの移転を実施する。

○ スタートアップ・エコシステム拠点形成戦略（2019年6月）に基づき、エコシステムの中核となる拠点都市を選定（2020年7月）。
○ エコシステム形成と成長促進、官民の投資を誘発するため、拠点都市支援のランドマーク・プログラムとして、2021年度は補正予算で10億円、

2022年度は補正予算で15億円の予算を確保し、アクセラレーション事業を経済産業省のJ-StartupへのPRISM予算の上乗せにより実施。

資金の流れ
選定された拠点都市でグローバル視点のスタートアップ育成、支援人材
の交流による支援ノウハウの伝達を促進。あわせて投資の実務・契約の
基本・事業展開のスピード感などエコシステムの基盤となる知見や行動
様式等もグローバル水準に合わせることに貢献。

期待される効果

背景・目的

事業概要

内閣府

実施主体
（企業等）

独立行政
法人等

移し替え 委託費等運営費交付金等

推進費
経産省予

算

推進費

アクセラレーション・プログラムの実施
・グローバルクラスのマネージャー・メンター陣と日本の
支援人材でプログラムを実施

・スタートアップ等のプラン・事業を磨き上げ（セミナー、メ
ンタリング大企業・人材とのマッチング等）

・DemoDay(発表イベント)の開催等

世界のトップアクセラレータ
ユニコーン育成実績、トップ人材・世界のエコシス
テム拠点におけるコミュニティ・広いネットワーク

プログラム実施チームの形成
マネージャー、メンター陣、連携組織の代表

国内の支援組織・大学
VC、アクセラレータ、金融機関、自治体・関係機関
の事業担当、大学のベンチャー支援組織 等

国内の起業家、スタートアップ
グローバル展開を目指す企業、卓越した技術を有す
る企業、優れた研究成果の実用化を目指す研究者
等

スタートアップ
海外から日本を目指す流
れを形成
日本スタートアップがグ
ローバル展開

支援組織・大学
ノウハウ形成、人材育成により支援が
自走する仕組へ

トップ人材の派遣
プログラムノウハウの提供

若手支援者等の派遣 公募・選定

グローバルスタートアップ・アクセラレーション・プログラム概要
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イノベーション・エコシステム専門調査会の設置

【背景・課題】
〇 科学技術・イノベーション推進のためには、いわゆるイノベーション・エコシステムの構築が不可欠
〇 特に、エコシステムの重要なプレイヤーであるスタートアップが次々と創出される環境整備が重要
〇 内閣府では、スタートアップ・エコシステム拠点形成戦略（2019年）を策定し、関係府省と連携して施策を推進

〇 こうした取組により、イノベーション・エコシステムの構築に向けて一定の成果は出ているものの、他国エコシステムと
の競争のためには、成長速度の格段の加速が必須

〇「大学ファンド」によるイノベーションの源泉となる大学の異次元の強化を機に、この果実をスタートアップを
通じ成長させるイノベーション・エコシステムの抜本的強化を図る

【検討の方向性】
〇 本年２月より、CSTIの下に「イノベーション・エコシステム専門調査会」を設置し、既存施策の強化に加え、新たな方策
を検討中。

イノベーション・エコシステム（米国事例）検討事項

■成長志向の資金循環形成
⁃ 大規模機関投資家からのVC投資促進
⁃ 海外VCから日本への投資拡大
⁃ 未上場株式市場（ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ・ﾏｰｹｯﾄ）の創出

■成長志向の「人材」などの基盤強化
⁃ 世界に比類するスタートアップ・キャンパスの整備
⁃ 国際展開も見据えた起業支援プログラムの強化

その他、起業家へのインセンティブや政府調達の活用促進 等

大学

研究
人材育成

ｴﾝﾀﾞｳﾒﾝﾄ
(大学基金)

VC

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ

ｴﾝｼﾞｪﾙ
卒業生

投資

投資

寄付
(ｴﾝﾀﾞｳﾒﾝﾄ)

ﾍﾟｲｱｳﾄ

研究成果
研究者・学生

ｴｸｲﾃｨ収入

寄付

ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ

資金運用

卒業生

ﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞ
ｹﾞｽﾄ・ｽﾋﾟｰｶｰ

ﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞ
ｹﾞｽﾄ・ｽﾋﾟｰｶｰ
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持続的なスマートシティ実現に向けて（人材育成と推進体制づくり）

• 持続的なスマートシティの実現に向けた、スマートシティ運営上の課題解決の
取組として、 人材育成・推進体制は重要な課題のひとつ。

（出典：スマートシティ・ガイドブックより）

地域の関係者の
協働体制

住民

産

官

学

取組を先導する
リーダー人材
（アーキテクト）

様々な関係者の参加による
スマートシティの持続的な推進体制づくり

スマートシティ先導人材のリードによる
地域経営の新たな視点・横断的な取組

各分野の人材育成
の取組をつなげる

取組を回す
ための両輪

社会の各分野の人材（地域づくり、デジタル、新技術活用、等）を結集した
地域の拠点形成の取組との連携による育成・活動の場づくりが期待される

アーキクテクト育成
プログラムの検討

知識・知見をまとめ
た教育コンテンツの

検討

地域づくり人材
育成の取組

研修・交流
インターンシップなど

の活動

デジタル人材や
各分野の新技術活用
人材育成の取組

各分野の地域拠点
の場をつなげる
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